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■ 景気観測

■ 個別判断項目（業種別）

　総合

　鋳造業

　機械製造業

　卸売業

　小売業

　建設業

　不動産業

　サービス業

■【特別調査】
　「2019年の経営見通し」

■ 経営上の問題点と当面の重点経営施策

■ あおしんトピックス
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景気観測
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川口市を中心とした最近の中小・小規模企業の動向把握
平成 30年 12月 3日（月）～ 12月７日（金）
平成30年7月～9月期と比較した平成30年10月～ 12月期の実績見込み
平成30年10月～12月期と比較した平成31年1月～3月期の予想
聞き取りによるアンケート調査
当金庫お取引先企業 301企業、回答企業数 301企業（回答率 100％）
鋳造業 29、機械製造業 38、その他製造業 49、卸売業 27、小売業 40、
建設業 45、不動産業 30、サービス業 43
DI（ディフュージョン・インデックス）方法
「増加」（増加＋やや増加）と回答した企業割合から、「減少」（減少＋やや減少）
と回答した企業割合を差し引いた指数のことで、そのどちらの企業割合が多
いかによって、景況の動きを時期的な推移の中で把握しようとするものです。
青木信用金庫 地域振興部
川口市中青木 2－13－21　TEL 048－251－7667（直通）

この調査について

もくじ  

 18年7～9月の実質ＧＤＰ改定値は
 前期比0.6％減（年率2.5％減）

　7～9月のGDP2次速報値は、物価変動
の影響を除いた実質で前期比0.6％減、年
率に換算して2.5％減と１次速報の年率
1.2％減から下方修正された。個人消費が
前期比0.2％減と1次速報（0.1％減）から
小幅な改定にとどまったものの、法人企業
統計の結果を受けて、設備投資は0.2％減
から2.8％減へ大きく下方修正された。

 日本経済は内需を支えに回復基調を
 維持する見通し

　7～9月のマイナス成長は、豪雨・台風
上陸や北海道地震による影響が大きかった
とはいえ、昨年の景気回復をけん引してき
た輸出が増勢一服となっており、自然災害
の影響を除いても景気回復の勢いは鈍化し
ている。ただ、良好な雇用環境を反映して
賃金は緩やかな上昇を続けており、個人消
費は再び増勢を取り戻そう。企業は強気の
投資計画を維持しており、設備投資が失速
するリスクも小さい。貿易摩擦の激化など

世界経済を取り巻く不確実性は増して
いるが、日本経済は当面も内需主導で
上向きの動きを維持すると予想され
る。

 実質成長率は18年度0.7％、
 19年度0.8％と予測

　今回は2次速報値と同時に17年度確
報値が発表された。過去実績の遡及改
定と7～9月実績の下方改定を踏まえ
て、18年度の実質GDPを前回予測の前
年比0.9％増から0.7％増に下方修正し
た。輸出が想定に比べて下振れしてい
るものの、個人消費と設備投資を柱と
する内需はこの先も底堅く推移すると
予測している。19年度は消費税率の引
上げが下押し要因となるが、政府によ
る増税対策の効果もあって、実質GDP
は0.8％増とプラス成長を維持しよう。
(注)本稿は2018年12月10日時点のデータに基づき記述されている。

信金中央金庫　地域・中小企業研究所　　
角田　匠（つのだ　たくみ）

《略歴》
東京都出身、明治大学工学部卒業。1989年、山一證券入社、山一証券経済研究所・企業調査部配属。
日本経済研究センター出向、山一証券経済研究所・経済調査部（米国担当エコノミスト）復帰。
山一証券経済研究所を退職。1998 年全国信用金庫連合会（現在の信金中央金庫）へ入社。

実質成長率は18年度0.7％、19年度0.8％と予測
－足元の景気は弱含みながらも内需を支えに回復基調を維持－
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　全業種の当期（10～12月期）の業況判断DIは6となり、前
期（7～9月期）と比較して2ポイントの良化となった。「売上」、
「資金繰り」で3ポイント、「収益」で2ポイントの改善、「販売・
請負・料金価格」で 1 ポイントの上昇、「原材料・仕入価格」で
2ポイントの下降、「設備」で3ポイントの減少となる。
　来期（1～ 3 月期）は、「業況」で 6 ポイント、「売上」で 14

ポイント、「収益」で10ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」
で1ポイント、「原材料・仕入価格」で4ポイントとの下降、「資
金繰り」、「設備」で横ばいを予想している。
　全体的には、前期（7～ 9 月期）と比較して景況感は改善傾
向といえるが、来期は若干ながらも下降傾向を予想している。
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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　鋳造業の当期（10～ 12 月期）の業況判断 DI は 24 と
なり、前期（7～ 9 月期）と比較して 14 ポイントの良化
となった。「売上」で 10 ポイント、「収益」、「資金繰り」
で 7 ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」で 3 ポイ
ントの上昇、「原材料・仕入価格」、「設備」で横ばいとなる。
　来期（1～ 3月期）は、「業況」で 10ポイント、「売上」

で14ポイント、「収益」で13ポイントの悪化、「販売・請負・
料金価格」で 4 ポイントの上昇、「資金繰り」、「原材料・
仕入価格」、「設備」で横ばいを予想している。
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鋳造業
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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31 年 1～3月
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　機械製造業の当期（10～ 12月期）の業況判断 DI は
24 となり、前期（7～ 9 月期）と比較して 3 ポイントの
良化となった。「売上」で横ばい、「収益」で 3ポイント、「資
金繰り」で 2 ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」
で 3 ポイントの下降、「原材料・仕入価格」で 13 ポイン
トの上昇、「設備」で 3ポイントの改善となる。

　来期（1～ 3 月期）は、「業況」で 4 ポイント、「売上」
で 5 ポイント、「収益」で 3 ポイントの改善、「資金繰り」
で 3 ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で 5 ポイ
ントの上昇、「原材料・仕入価格」で 8ポイントの下降、「設
備」で 1ポイントの減少を予想している。
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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業況判断指数

当 期
24

（＋3）

来期予想
28

（＋4）

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

30/1226/12 27/6 27/12 28/6 28/12 29/6 29/12 30/6

上昇 変わらず 下降

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

21.1 71.0 7.9

21.1 71.0 7.9

21.1 68.4 10.5収
益

当 期
10

（▲3）

来期予想
13

（＋3）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

7.9 92.1

10.5 89.5

7.9 89.5 2.6

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
5

（▲3）

来期予想
10

（＋5）

業況判断指数（単位:%）

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

13.2 86.8

21.1 76.3 2.6

26.3 73.7

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
26

（＋13）

来期予想
18

（▲8）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

13.2 78.9 7.9

7.9 84.2 7.9

10.5 81.6 7.9
資
金
繰
り

当 期
3

（▲2）

来期予想
0

（▲3）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

28.9 63.2 7.9

33.3 61.1 5.6

32.4 59.5 8.1業
況

当 期
24

（＋3）

来期予想
28

（＋4）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月
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　卸売業の当期（10～12月期）の業況判断DIは7となり、
前期（7～9月期）と比較して11ポイントの改善となった。
「売上」で 11ポイント、「収益」で 18ポイント、「資金繰り」
で 4ポイント、「設備」で 7ポイントの改善、「販売・請負・
料金価格」で横ばい、「原材料・仕入価格」で 11 ポイン
トの下降となる。

　来期（1～ 3月期）は、「業況」で 18ポイント、「売上」
で 37 ポイント、「収益」で 22 ポイント、「資金繰り」で
4 ポイントの悪化、「原材料・仕入価格」で 4 ポイントの
上昇、「販売・請負・料金価格」、「設備」で横ばいを予想
している。
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

37.0 59.3 3.7

29.6 66.7 3.7

33.3 55.6 11.1

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
22

（▲11）

来期予想
26

（＋4）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

3.7 81.5 14.8

3.7 81.5 14.8

3.7 85.2 11.1
資
金
繰
り

当 期
▲7
（＋4）

来期予想
▲11
（▲4）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

22.2 51.9 25.9

7.4 74.1 18.5

18.5 70.4 11.1業
況

当 期
7

（＋11）

来期予想
▲11
（▲18）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

29.6 55.6 14.8

14.8 59.3 25.9

33.3 59.3 7.4売
上

当 期
26

（＋11）

来期予想
▲11
（▲37）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

92.6 7.4

3.8 92.4 3.8

3.8 92.4 3.8設
備

当 期
0

（＋7）

来期予想
0
（0）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）
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　小売業の当期（10～ 12 月期）の業況判断 DI は▲20
となり、前期（7～ 9 月期）と比較して 5 ポイントの悪
化となった。「資金繰り」で 5 ポイントの改善、「売上」
で 10ポイント、「収益」で 2ポイントの悪化、「販売・請負・
料金価格」で 5 ポイント、「原材料・仕入価格」で 2 ポイ
ントの下降、「設備」で 5ポイントの減少となる。

　来期（1～ 3月期）は、「資金繰り」で 2ポイントの改善、
「業況」で 3ポイント、「売上」、「収益」で 5ポイントの悪化、
「設備」で 3ポイントの減少、「販売・請負・料金価格」、「原
材料・仕入価格」で横ばいを予想している。
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小売業
KOURI-GYOU

小
売
業

小
売
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
▲20
（▲5）

来期予想
▲23
（▲3）

－80

－100

－60

－40

－20

0

20

40

「業況 DI」推移

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

30/1226/12 27/6 27/12 28/6 28/12 29/6 29/12 30/6

上昇 変わらず 下降

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

15.0 62.5 22.5

5.0 75.0 20.0

7.5 75.0 17.5収
益

当 期
▲10
（▲2）

来期予想
▲15
（▲5）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

17.5 80.0 2.5

10.0 90.0

12.5 85.0 2.5

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
10

（▲5）

来期予想
10
（0）

業況判断指数（単位:%）

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

20.0 75.0 5.0

15.0 82.5 2.5

17.5 77.5 5.0

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
13

（▲2）

来期予想
13
（0）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

80.0 20.0

2.5 82.5 15.0

2.5 80.0 17.5
資
金
繰
り

当 期
▲15
（＋5）

来期予想
▲13
（＋2）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

12.5 60.0 27.5

5.0 67.5 27.5

5.0 70.0 25.0業
況

当 期
▲20
（▲5）

来期予想
▲23
（▲3）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

15.0 67.5 17.5

2.5 77.5 20.0

7.5 72.5 20.0売
上

当 期
▲13
（▲10）

来期予想
▲18
（▲5）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

2.5 90.0 7.5

87.5 12.5

90.0 10.0設
備

当 期
▲10
（▲5）

来期予想
▲13
（▲3）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）
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　建設業の当期（10～12月期）の業況判断DIは5となり、
前期（7～ 9月期）と比較して 4ポイントの悪化となった。
「売上」で 2ポイント、「資金繰り」で 9ポイントの悪化、「収
益」で横ばい、「販売・請負・料金価格」で 2ポイントの上昇、
「原材料・仕入価格」で 4 ポイントの下降、「設備」で 5
ポイントの減少となる。　

　来期（1～ 3月期）は、「資金繰り」で 2ポイントの改善、
「業況」で 3 ポイント、「売上」で 23 ポイント、「収益」
で 13 ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で 11
ポイント、「原材料・仕入価格」で 7ポイントの下降、「設備」
で横ばいを予想している。
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建設業
KENSETSU-GYOU

建
設
業

建
設
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
5

（▲4）

来期予想
2

（▲3）

－80

－100

－60

－40

－20

0

20

40

「業況 DI」推移

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

30/1226/12 27/6 27/12 28/6 28/12 29/6 29/12 30/6

上昇 変わらず 下降

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

15.6 73.3 11.1

6.7 77.7 15.6

22.2 60.0 17.8収
益

当 期
4
（0）

来期予想
▲9

（▲13）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

6.7 93.3

6.7 84.4 8.9

15.6 77.7 6.7

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
9

（＋2）

来期予想
▲2

（▲11）

業況判断指数（単位:%）

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

22.2 77.8

13.3 84.5 2.2

20.0 77.8 2.2

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
18

（▲4）

来期予想
11

（▲7）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

6.7 84.4 8.9

2.2 86.7 11.1

2.2 84.5 13.3
資
金
繰
り

当 期
▲11
（▲9）

来期予想
▲9
（＋2）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

17.8 73.3 8.9

11.4 79.5 9.1

22.7 59.1 18.2業
況

当 期
5

（▲4）

来期予想
2

（▲3）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

24.4 60.0 15.6

8.9 66.7 24.4

28.9 48.9 22.2売
上

当 期
7

（▲2）

来期予想
▲16
（▲23）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

97.8 2.2

93.3 6.7

93.3 6.7設
備

当 期
▲7
（▲5）

来期予想
▲7
（0）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）
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　不動産業の当期（10～12月期）の業況判断 DI は 7 と
なり、前期（7～ 9 月期）と比較して 3 ポイントの悪化
となった。「売上」で 4ポイント、「資金繰り」で 10ポイ
ントの改善、「収益」で 4 ポイントの悪化、「販売・請負・
料金価格」で 7 ポイント、「原材料・仕入価格」で 8 ポイ
ントの上昇となる。

　来期（1～ 3月期）は、「業況」で 14ポイント、「売上」
で24ポイント、「収益」で16ポイントの悪化、「販売・請負・
料金価格」で 7 ポイント、「原材料・仕入価格」で 8 ポイ
ントの下降、「資金繰り」で横ばいを予想している。

14 15

不動産業
FUDOUSAN-GYOU

不
動
産
業

不
動
産
業

業況判断指数

当 期
7

（▲3）

来期予想
▲7

（▲14）
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－100
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－40

－20
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40

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

「業況 DI」推移

30/1226/12 27/6 27/12 28/6 28/12 29/6 29/12 30/6

上昇 変わらず 下降

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

23.3 70.0 6.7

16.7 63.3 20.0

20.0 73.3 6.7収
益

当 期
13

（▲4）

来期予想
▲3

（▲16）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

3.3 93.4 3.3

3.3 93.4 3.3

10.0 86.7 3.3

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
7

（＋7）

来期予想
0

（▲7）

業況判断指数（単位:%）

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

13.3 86.7

16.7 80.0 3.3

20.7 79.3

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
21

（＋8）

来期予想
13

（▲8）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

6.7 83.3 10.0

10.0 86.7 3.3

10.0 86.7 3.3
資
金
繰
り

当 期
7

（＋10）

来期予想
7
（0）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

16.7 76.6 6.7

13.8 65.5 20.7

20.0 66.7 13.3業
況

当 期
7

（▲3）

来期予想
▲7

（▲14）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

23.3 66.7 10.0

16.7 60.0 23.3

26.7 63.3 10.0売
上

当 期
17

（＋4）

来期予想
▲7

（▲24）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
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サービス業
　サービス業の当期（10～ 12 月期）の業況判断 DI は 0
となり、前期（7～ 9 月期）と比較して 7 ポイントの改
善となった。「売上」で 2 ポイント、「資金繰り」で 9 ポ
イントの改善、「収益」で 4ポイントの悪化、「販売・請負・
料金価格」で 3 ポイントの上昇、「原材料・仕入価格」で
2ポイントの下降、「設備」で 11ポイントの減少となる。

　来期（1～ 3月期）は、「売上」で 11ポイント、「収益」
で 10 ポイントの悪化、「原材料・仕入価格」で 10 ポイ
ントの減少、「業況」、「資金繰り」、「販売・請負・料金価格」、
「設備」で横ばいを予想している。

16 17

SÂBISU-GYOU

サ
ー
ビ
ス
業

サ
ー
ビ
ス
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
0

（＋7）

来期予想
0
（0）
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「業況 DI」推移

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

30/1226/12 27/6 27/12 28/6 28/12 29/6 29/12 30/6

上昇 変わらず 下降

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

18.6 65.1 16.3

7.0 74.4 18.6

14.0 69.8 16.3収
益

当 期
▲2
（▲4）

来期予想
▲12
（▲10）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

2.3 90.7 7.0

2.3 93.0 4.7

4.7 88.3 7.0

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
▲2
（＋3）

来期予想
▲2
（0）

業況判断指数（単位:%）

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

12.2 82.9 4.9

4.9 85.3 9.8

12.2 80.5 7.3

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
5

（▲2）

来期予想
▲5

（▲10）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

4.7 81.3 14.0

4.7 90.6 4.7

7.0 86.0 7.0
資
金
繰
り

当 期
0

（＋9）

来期予想
0
（0）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

9.3 74.4 16.3

9.3 81.4 9.3

11.6 76.8 11.6業
況

当 期
0

（＋7）

来期予想
0
（0）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期
30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

16.3 67.4 16.3

9.3 72.1 18.6

18.6 65.1 16.3売
上

当 期
2

（＋2）

来期予想
▲9

（▲11）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

30 年 7～9月

当期
30 年 10～12 月

来期
31 年 1～3月

2.3 90.7 7.0

83.7 16.3

83.7 16.3設
備

当 期
▲16
（▲11）

来期予想
▲16
（0）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）
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特別調査

2019 年の経営見通し

経営上の問題点と当面の重点経営施策

販路を広げる

経費を節減する

人材を確保する

情報力を強化する

宣伝・広告を強化する

売れ筋商品を取扱う

品揃えを充実改善する

新製品技術を開発する

技術力を高める

提携先を見つける

（%）
0 5 10 15 20 25 30 35

30 年 6月
30年 9月
30年 12月

売上の停滞・減少

同業者間の競争激化

人手不足

利幅の縮小

大手との競争激化

値下げ要請

原材料高

販売商品の不足

合理化不足

工場店舗の狭小老朽化

輸入品との競争激化
（%）

0 5 10 15 20 25 30 35

30 年 6月
30年 9月
30年 12月

非常に良い
良い

やや良い
普通

やや悪い
悪い

非常に悪い

問1.貴社では、2019年の日本の景気をどのように見通していますか。次の中から 1つ選んでお答えください。

1.7％
0.3％

8.6％
49.7％

29.0％
10.7％

0.0％

①地震・噴火
②台風・豪雨
③豪雪・寒波

④猛暑
⑤特にない

問5.2018 年は、地震や台風などの自然災害が相次いだほか、豪雪・寒波や豪雨、猛暑といった異常気象も各地で発生
しました。2018年の貴社の経営について、最も影響を受けた自然災害や異常気象を①～⑤の中から１つ選んでお
答えください。また、受けた影響について、最も当てはまるものを⑥～⓪の中から１つ選んでお答えください。

3.6％
30.9％

2.0％
12.0％

51.5％

非常に良い
良い

やや良い
普通

やや悪い
悪い

非常に悪い

問2.貴社では、2019年の自社の業況（景気）をどのように見通していますか。次の中から１つ選んでお答えください。

0.3％
1.3％

10.0％
65.9％

16.9％
5.6％

0.0％

30％以上の増加
20～29％の増加
10～19％の増加
10％未満の増加

変わらない
10％未満の減少
10～19％の減少
20～29％の減少
30％以上の減少

問3.2019 年において貴社の売上額の伸び率は、2018年に比べておおよそどのくらいになると見通していますか。次
の中から１つ選んでお答えください。

0.3％
1.3％

7.3％
14.0％

64.2％
10.0％

2.3％
0.3％
0.3％

すでに上向いている
6か月以内

1年後
2年後
3年後
3年超

業況改善の見通しは立たない

問 4.貴社では、自社の業況が上向く転換点をいつ頃になると見通していますか。次の中から１つ選んでお答えください。

16.9％
5.6％

15.6％
9.0％

6.6％
6.6％

39.7％

最も影響を受けた自然災害等

⑥売上・受注の減少
⑦仕入・調達・納期の遅れ
⑧店舗設備や工場等の損壊
⑨影響は受けなかった

⓪復旧需要など、むしろ好影響があった

12.5％
16.5％

7.1％
59.1％

4.8％

経営に受けた影響

経営上の問題点集計結果（全業種） 当面の重点経営施策（全業種）
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「川口市市産品フェア2018」開催

第25回地域貢献セミナー開催

　平成30年11月28日（水）、当金庫本部4階大会議室に
て、弁護士の定金史朗氏を講師に迎え、職員向けに標記講
習会を行いました。適正な下請取引は、下請事業者の利益
保護を図り、中小企業にとって事業の根幹に関わる重要事
項です。違反を未然に防ぐことの重要性を講義していただ
きました。

下請け取引講習会

　平成30年10月26日（金）から28日（日）の3日間にわたり、
「川口市市産品フェア2018」がSKIPシティにおいて開催さ
れ3日間で、約6万3千人の方が来場し、889件の商談が行わ
れました。
　また、取引先である㈲浅井製作所様のご協力により、全日
本製造業「コマ大戦」に金庫職員が参戦し、16チーム中3位の
好成績を収めることが
できました。
　更に、会場内に設置
した当金庫ブースにお
いて「ビンゴゲーム」を
行い、約240名が参加
し大盛況でした。

　あおしんビジネスクラブ主催「第25回地域貢献セミナー」が、11
月7日（水） に214名が参加し、川口駅前市民ホール「フレンディア」
において開催されました。
　講演は、いすみ鉄道株式会社前代表取締役社長 鳥塚亮氏により
『危機を乗り越える～発想の転換と組織の活性化』と題して行われ
ました。存続が危ぶまれていた鉄道会社(ローカル線)に、航空会社幹
部職から民間公募社長として飛び
込み、数々の斬新なアイデアと営
業努力で廃線の危機を乗り越え、
経営の立て直しを成功させた体験
談を講演いただきました。
　参加されたお客様からは、「勉強
になった」「感激した」等の声を頂
きました。

［ビンゴゲーム］［コマ大戦］



●営業地区及び店舗配置図（埼玉県内28市3町2郡・東京都内4区1市）
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